※議題８　【提案・議論】震災２０日後の被災地を撮影した写真集について（神代）
１．経緯

写真家の半田也寸志さんが、震災２０日後独自に被災地各地を訪れ、その風景を高画質の写真に記録されています。今年３月一応出版もしたものの、諸事情で増刷ができないとか、ページもＢ５くらいなのでなかなか写真本来の迫力を伝えきれないなどいろいろ制約があったのだそうです。

そうしたところに美術書では世界的に有名なイタリアのスキラ社が、より大きな版で本格的な写真集として１０００部限定で出版することを決め、１２月に完成予定だそうです。
価格は１冊１５０ユーロ、日本円では１万円にするそうです（詳細別添）。

半田さんとしてはこの写真集をできれば東北など被災地の図書館に置いてもらいたいと考えているが、そのために何かよい方法はないか、相談を受けております。

２．提案

　寄付を募り（例：１口１０００円）、寄付金で写真集を購入して被災地の図書館などに寄贈するプロジェクトを新たに立ち上げる。
　寄付集めの手段としては、READYFOR(https://readyfor.jp/)の活用などを考える。

３．検討課題

　・saveMLAKのプロジェクトと位置付けるか？

　　→先方への連絡などは神代がやります。なお、先方に一つのアイデアとして上記提案の感触を聞いたところ基本的に歓迎。ただし、先方には被災地支援を行っているＮＰＯなどとのコネクションはなく、READYFORのような手段も馴染みがないようです。ですので、資金（購入費＋送料）及び送付リストを先方に送り、「リスト記載の図書館等に贈って下さい。」という形でないとうまくいかないと思われます（かつて東京第一弁護士会が作成した「暮らしの手引き」を送付した際の手法に類似。しかし、今回は金銭のやり取りが加わる）。
　　　被災地の図書館からの寄贈希望の集約については別の方にお願いしたいと思います。ただし、半田さんが写真に収めた県及び市町村の図書館に１冊ずつ贈ると最初に決めるやり方もあるとは思います。

　・上記提案のプロジェクトが困難と判断される場合でも、写真集に関する情報自体を拡散するという形で協力することは可能と考えます。先方も歓迎します。
